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近年、わずか原子数層からなる単層遷移金属ダイカルコゲナイドなどの原子層物質が注目を集

め、その基礎物性の解明とともに様々な光・電子デバイスへの応用に向けて、盛んに研究が進め

られている[1,2]。さらに、異なる種類の単層遷移金属ダイカルコゲナイド同士を積層し、人工的

なヘテロ構造を形成することによって、新たな物性や機能が発現することが期待されている。こ

れまでに、単層遷移金属ダイカルコゲナイドを用いた人工ヘテロ構造については、タイプ IIと呼

ばれるバンド構造を有する組み合わせが多数報告されているが[3,4,5]、タイプ Iのバンド構造を有

するものについては、未だほとんど報告がなされていない。 

本研究では、第一原理計算によるバンドアラインメントからタイプ I の組み合わせとなりうる

単層WSe2と単層MoTe2のヘテロ構造を、機械剥離とドラ

イ転写により石英基板上に作製し、その光学的性質を詳

細に調べた。図 1(a)は作製したサンプルの光顕微鏡像であ

り、赤点線で囲まれた部分はヘテロ構造（WSe2/MoTe2）

を示している。図 1(b)は、単層 WSe2、MoTe2、そしてヘ

テロ構造（WSe2/MoTe2）の各位置で測定した差分反射率

スペクトルであり、光吸収スペクトルに相当する[6]。ヘ

テロ構造のスペクトルは、およそ単層WSe2とMoTe2のス

ペクトルを足し合わせた形であるとともに、1.65 eV 付近

では WSe2 由来のピーク(A)のレッドシフトと線幅の増大

が観測された。これは、WSe2と MoTe2でヘテロ構造を形

成したことにより、電子状態が変調を受けている事を示

唆している。講演ではさらに、発光スペクトルや発光励

起スペクトルの結果に基づき、このヘテロ構造の電子状

態と光学特性の詳細について議論する予定である。 
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